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 第24回鶴田町子どもの祭典

■問い合わせ先：鶴田町教育委員会 社会教育班（内線 215）

○日時・場所
　平成 29 年 11 月３日（金）　午前９時より
　（※午前８時より鶴遊館ふれあい広場で受付を行います）
　町保健福祉センター「鶴遊館」ふれあい広場、公民館、体育センター
○イベントスケジュール
　午前 9 時 〜　　　　①開会セレモニー（鶴遊館）
　午前 9 時 20 分 〜　②レクリエーションタイム（公民館、体育センター）
　午前 11 時 20 分 〜　③子ども会やジュニアリーダーによるお楽しみ出店タイム（鶴遊館）
　午後 1 時 〜　　　   ④ジュニアリーダーによるゲーム大会（鶴遊館）
　午後 2 時 〜　　　　⑤景品が盛りだくさん♪大ビンゴ大会（鶴遊館）
※ビンゴ大会に参加する人は、②のイベントに参加してビンゴカードをもらいましょう。
※携帯ゲームやカードゲームなどのゲーム類は持ち込まないようにお願いします。

　17 日には、ロサンゼルス国際映画祭で最高作品賞
に輝いた「惑う」で知られる映画監督の林弘樹さん
を招き、映画制作の講習会が行われました。
　林さんは「たくさんの人と関われるのが映画制作
の魅力。人の熱量が加わって映画が作られることを
楽しんでほしい」とあいさつ。さらに、「『話し合う』『力
を合わせる』『あきらめない』が映画作りの原則。作
った映画が見た人の心を動かすことが大切です」と
伝え、脚本づくりのポイントなどを解説しました。
　参加者はグループに分かれてショートムービー作
りに挑戦。脚本を決め、会場の校舎や体育館、校庭
などで撮影を行いました。ピアノを演奏する役を演
じた鶴田中学校３年の手塚しおりさんは「緊張もし
たし、難しく感じましたが、映像を作るのに必要な
ことも学べて良かったです」と話していました。
　同日には、絵本作家の聞かせ屋。けいたろうさん
による絵本の制作講習会も行われました。参加者は
思いつくアイデアを発表し合いながら絵本の内容を
構想。鶴田町の鶴が謎解きをしながら大鰐町のワニ
を案内する「つるのなぞときさんぱ」とタイトルを
決め、絵の具やクレヨンを使って場面ごとの絵を描
いていました。タイトルの文字を書いた弘前市の中
村行宏君は「好きな色で上手く書けました。鶴とワ
ニを描くのも楽しかったです」と笑顔。けいたろう
さんは「みんなのアイデアを一つの絵本にまとめる
ことができて良かったです。絵本作りの面白さを感
じてもらえたら嬉しいですね」と話していました。

　９月 17 日（日）、町歴史文化伝承館（旧水元小学校）で「鶴の舞橋アート
フェア」が開催され、参加者たちが映画や絵本の制作を学んでいました。

鶴の舞橋アートフェア
※平成 29 年度コミュ
ニティ助成事業を活用
しました。

△映画撮影の方法を参加者に説明する林さん（中央）

△絵本制作のコツを教える、聞かせ屋。けいたろうさん（右）

　平成29年11月１日（水）午前10時頃（予定）に、防災行政無線や登録制メール（つるりん
ほっとメール）を使用して、震度５弱の地震を想定した訓練放送を行いますので、あらかじめ
ご了承ください。

訓練放送のお知らせ ■問い合わせ先：総務課 人事行政班（内線271）


